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一
、
問
題
の
所
在

宋
代
の
禅
に
対
す
る
研
究
は
、
斯
分
野
の
学
者
た
ち
に
よ

っ
て
盛
ん
に
な
さ
れ
、
多
く
の
成
果
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
頃

の
禅
に
は
、
天
台
や
華
厳
の
教
理
に
よ
る
影
響
の
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
に
行

わ
れ
た
教
理
学
に
対

す
る

研
究
は
、
天
台
教
学
に
対
す
る
研
究
が
幾

つ
か
有
る
の
み
で
、
華
厳
教
学
に
対
す
る
ま
と
ま

っ
た
研
究
は
、
残
念
な
が
ら
殆
ど
な
さ

れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
時
代
を
含
め
、
中
国
仏
教
全
体

の
思
想
史
的
解
明
の
た
め
に
も
、
こ
の
時
代
の
華
厳
学
派

の
動
向
、

お
よ
び
教
学

の
解
明
が
必
要
と
さ
れ

て
き
て
い
る
。

昨
年
出
版
さ
れ
た
…鎌
田
茂
雄
博
士
古
希
記
念

『
華
厳
学
論
集
』
で
は
、
鎌
田
茂
雄
氏
が

「宗
密
以
後
の
華
厳
宗
」

と
い
う
題
目
で
、
宗

密
直
後
の
五
代
に
於
け
る
華
厳
学
関
係
者
の
動
向
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
如
く
、
華
厳
教
学
に
と

っ
て
言
わ

ば
暗
黒
時
代

で
あ

っ
た
五
代
の
人
々
に
は
、
教
学
者
と
し
て
の
要
素
が
極
め
て
希
薄

で
あ
り
、
著
作
も
遺
さ
れ
て
い
な

い
の
は
残
念

で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
宋
代
に
な
る
と
典
籍

の
具
備
に
伴

っ
て
華
厳
が
復
興
さ
れ
、
こ
れ
を
宗
と
す
る
人
々
が
増
え
て
く
る
。
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北

宋
代

(九
六
〇
～

一
=

一七
)
、
典
籍

の
復
還
を
機
に
、
ま
ず
天
台
学
派
が
復
興
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
天
台
学
派
内
部

で
は
正
統
を
争

う
所
謂
山
家
山
外
の
論
争
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
天
台
教
学
は
愈
々
高
揚
し
た
。
華
厳
学
派
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
直
後
、
や
や
遅
れ
て
復

興
し
た
。
南
宋
代

(
一
=

一七
～

=

一七
九
)
に
な
る
と
、
山
家
派
が
勝
利
を
得
た
形
で
論
争
に
決
着
だ
着
い
た

天
台
教
学
は
、

一
時
期

の
活
気
を
失

っ
て
次
第
に
禅

へ
と
傾
倒
し
て
い
っ
た
が
、
華
厳
教
学
は
こ
れ
に
取

っ
て
代
わ
る
か
の
如
く
充
実
し
、
法
蔵
の

『
五
教
章
』

に
対
す
る
解
釈
の
仕
方
を
め
ぐ

っ
て
教
判
論
が
議
論

の
中
心
に
上

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
既
に
学
派
あ
る
い
は
宗
派
意
識

が
確
立
し
て
い
た
こ

と
は
、
彼
ら
が
示
す
護
教
的
態
度
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
南
宋
代

の
華
厳
学
派
に
見
ら
れ
る
宗
派
意
識
の
表
面
化
は
、
如
何
に
し
て
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問

い
に
答
え
る
に
は
、
ま
ず
北
宋
代
の
情
況
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿

で
取
り
上
げ
る
晋
水
浄
源

(
一
〇

=

～

一
〇
八
八
)

は
、
北
宋
代
に
活
躍
し
、
宋
代
に
お
け
る
華
厳
の
中
興
教
主
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
浄
源
に
よ
る
華
厳
中
興
は
、
南
宋
代
の
宗
派
化
し

た
華

厳
学
派

の
形
成
に
対
し
、
そ
の
重
要
な
前
提
を
築
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
は
、
浄
源
の
事
跡

を
辿
り
、
彼
が
華
厳

を
ど

の
よ
う
に
復
興
し
た
か
を
考
証
し
、
さ
ら
に
、
当
時
に
お

い
て
華
厳
が
復
興
さ
れ
た
思
想
史
的
意
義
と
、
そ
の
背
景
を
考
察
し
た

い
。

二
、
浄
源
に
よ
る
華
厳
中
興
の
検
討

浄

源
は
、
名
を
浄
源
、
字
を
伯
長
と

い
い
、
自
ら
潜
里
と
号
し
た
。
本
貫
は
泉
州

(福
建
省
)
晋
江
の
楊
氏
。
故

に
人
は
彼
を
晋
水
と

称
し
た
。
は
じ
め
家
伝

の
儒
学
を
学
ぶ
が
、
成
人
し
て
禅
林
に
遊
ん
だ
と
き
海
印
師
の

一
言
を
聞
い
て
心
地
を
頓
悟

し
、
出
家
を
志
し
て

東
京
報
慈
寺
の
海
達
大
師
に

つ
い
て
得
度
、
翌
年
具
足
戒
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
五
台
山
真
容
院
の
華
蔵
大
師
承
遷

に

『
華
厳
経
』
を
学

び
、
次
に
横
海
明
葺
に
李
通
玄
の

『華
厳
経
論
』
を
受
け
た
。
南
地
に
戻

っ
た
と
き
に
は
、
長
水
大
師
子
溶
が

『榜
厳
疏
』
を
造
り
、
漸

江
の
絡
雲
仲
希
が
親
し
く
そ
の
義
を
稟
け
て
い
た
。

こ
の
二
師
は
ま
た
円
覚

・
起
信
な
ど
の
諸
教
論
を
講
義
し
て
お

り
、
浄
源
は
こ
の
二

師

の
講
義
を
聴

い
た
。
ま
た
、
毘
山
慧
聚
寺
の
清
本
に

『
妄
尽
還
源
観
』
を
、
中
呉
万
寿
寺
の
秘
思
法
師
に
僧
肇

の

『
四
絶
論
』
を
伝
え
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ら
れ
た
。

こ
れ
ら
所
詣
の
講
席
で
は
悉
く

一
を
聞
い
て
十
を
知
り
、
旧
徳
は
此
の
教
海
の
義
龍
な
り
と
歎
仰
し
た
と

い
う
。

一
通
り
習
学

を
終
え
た
浄
源
は
、

一
端
故
郷
の
泉
州
に
戻

っ
て
清
涼
県
に
住
し
、
ふ
た
た
び
出
遊
し
て
蘇
州

・
秀
州
の
各
寺
院
を

歴
住
し
た
。
彼
の
華

厳
中
興
は
こ
の
頃
よ
り
具
体
化
す
る
。

従
来
、
浄
源
が
華
厳
中
興
と
称
さ
れ
る
の
は
、
一
般
に
次
に
提
げ
る

『
釈
門
正
統
』
(嘉
灘
元
年
、
西
暦

一
二
一二
七
年
成
立
)
お
よ
び

『
仏

祖
統
紀
』

(成
淳
五
年
、
西
暦

一
二
六
九
年
成
立
)
の
文
章
が
典
拠
と
さ
れ
る
。

『
釈
門
正
統
』
巻
八

「賢
首
相
渉
載
記
」
浄
源
の
項

浄
源
、
存

(字
?
)
伯
長
、
号
潜
嬰
。
晋
江
楊
氏
。
師
東
京
報
慈

(ー
恩
)
海
達
恩
度
。
受
大
教
於
承
遷
。
受
合
論
於
横
海
明
箪
。

還
南
、
聴
長
水
榜
厳
円
覚
起
信
。
肇
公
四
絶
等
経
論
。
宿
学
推
為
教
海
義
龍
。
省
親
干
泉
、
泉
人
請
住
清
涼
。
遊
呉
、
呉
人
請
住

報
恩
観
音
。
杭
帥
沈
学
士
、
置
賢
首
院
、
於
祥
符
、
以
延
之
。
主
青
鎮
密
印
宝
閣
、
華
亭
普
照
善
住
。
檀
越
沓
至
給
衆
外
、
悉
以

印
造
経
蔵
。
身
衣
布
褐
、
自
奉
甚
約
或
為
致
賜
衣
名
号
。
日
吾
量
為
世
間
名
利
恭
敬
哉
。
義
天
航
海
間
道
、
申
弟
子
礼
、
閲
歳
而

帰
。

一
宗
疏
砂
、
時
已
亡
絶
、
義
天
持
至
、
苔
決
所
疑
。
逸
而
復
行
、
師
之
力
也
。
蒲
左
丞
鎮
杭
、
歎
其
苦
志
、
千
学
行
解
倶
到
、

奏
以
慧
因
易
禅
為
教
。
義
天
還
国
、
以
金
書
華
厳
三
訳
本
凡

}
百
七
十
巻
、
帰
師
以
祝
聖
寿
。
彼
宗
自
圭
峰

来
、
未
有
若
斯
之
盛
。

故
称
中
興
教
主
。
元
祐
三
年
十

一
月
庚
午
示
寂
。
年
七
十
八
、
臓
五
十
四
。
塔
舎
利
干
院
西
北
、
曾
運
使
敗
銘
。

(卍
続
蔵

=
二
〇

・
四
五
七
b
～

c
)

『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
二
十
九

「賢
首
宗
教
」
法
師
浄
源
の
項

法
師
浄
源
、
晋
江
楊
氏
。
受
華
厳
於
五
台
承
遷

〔遷
師
注
金
師
子
章
〕
。
学
合
論
於
横
海
明
箪
。
還
南
、
聴
長
水
榜
厳
円
覚
起
信
。

時
四
方
宿
学
、
推
為
義
龍
。
因
省
親
於
泉
。
請
主
清
涼
。
復
遊
呉
、
住
報
恩
観
音
。
杭
守
沈
文
通
、
置
賢
首
院
於
祥
符
、
以
延
之
。

復
主
青
鎮
密
印
宝
閣
、
華
亭
普
照
善
住
。
高
麗
僧
統
義
天
、
航
海
間
道
。
申
弟
子
礼
。
初
華
厳

一
宗
疏
砂
久
散
墜
、
因
義

天
持
至

盗
決
。
逸
而
復
得
。
左
丞
蒲
宗
孟
撫
杭
、
慈
其
善
志
、
奏
以
慧
因
易
禅
為
教
。
義
天
還
国
以
金
書
華
厳
三
訳
本

一
百
八
十
巻

〔晋
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嚴
観

二
法
師
、
同
訳
六
十
巻
。
唐
実
叉
難
陀
訳
八
十
巻
。
唐
烏
茶
進
本
。
澄
観
法
師
訳
四
十
巻
〕
、
以
遺
師

。
為
主
上
祝
寿
。
師
乃

建
大
閤
、
以
奏
安
之
。
時
称
師
為
中
興
教
主

〔以
此
寺
奉
金
書
経
故
、
俗
称
高
麗
寺
〕。
元
祐
三
年
十

一
月

示
寂
。
塔
舎
利
於
寺
西

北
。

(大
正
蔵

四
九

・
二
九
四

a
)

傍
線
部
に
お
い
て
、
浄
源
が
華
厳

の
中
興
教
主
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『釈
門
正
統
』
は

『
仏
祖
統
紀
』
に
依

っ
て
お

　ユ
　

り
、
『
仏
祖
統
紀
』
は
浄
源
示
寂
直
後
に
建

て
ら
れ
た
浄
源
の
碑
文

『
宋
杭
州
南
山
慧
因
教
院
晋
水
法
師
碑
』
(以
下

『晋
水
法
師
碑
』
と

略
)
に
拠

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
晋
水
法
師
碑
』
は
浄
源

の
門
人
で
あ
る
希
仲
の
発
願
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
謂
わ
ば
内
輪
の
資

　　
　

料
で
あ
る
。
長
文
で
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
追

々
見
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
に
提
げ
た
両
書
は
、
周
知
の
如
く
、
共
に

天
台
学
派

の
人
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
客
観
的
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
最
も
多
く
の
人
々
に
依
用
さ

れ
て
、
広
く

一
般

の

認
識
を
築

い
て
お
り
、
浄
源
を
華
厳

の
中
興
と
す
る
こ
と
が
、
彼
を
取
り
巻
く
僅
か
な

一
部
の
人
々
に
よ
る
称
賛

で
は
な
く
、
早
く
か
ら

こ
の
よ
う
な
認
識
が
広
く

一
般
に
浸
透
し
て
い
た
証
拠
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
い
っ
た

い
浄
源
の
如
何
な
る
事
跡
が
中
興
教
主
と
称
さ
れ
る
所
以
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
書
が
提
げ
る
浄
源
の
主

立

っ
た
事
跡
は
、
次

の
四

つ
の
事
柄
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
、
沈
文
通
の
施
金
で
杭
州
大
中
祥
符
寺
に
賢
首
院
を
建

て
、
そ
の
他
に
も
、
青
鎮

(青
壊
)
密
印
寺
宝
閣
院
や
、
華
亭
普
照
寺
善
住

閣
に
経
蔵
を
建

て
た
こ
と
。

2
、
高
麗
の
王
子
で
あ
る
義
天

(
一
〇
五
五
～

=

〇

一
)
が
、
入
宋
し
て
浄
源
に
弟
子
の
礼
を
と
り
、
義
天
か
ら
、
五
代
の
動
乱
以

来
散
逸
し
て
い
た
華
厳
の
章
疏
を
入
手
し
た
こ
と
。

3
、
杭
州
の
知
事
で
あ

っ
た
蒲
宗
孟
の
庇
護
に
よ
り
、
浄
源
が
住
し
た
慧
因
院
が
禅
院
か
ら
十
方
教
院
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
。

4
、
義
天
が
帰
国
後
に
金
書
三
訳
華
厳
経
を
浄
源
に
贈
り
、
慧̀
因
院
に
華
厳
経
閣
が
建

っ
た
こ
と
。
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高

麗
の
皇
子
で
あ
る
義
天
が
入
宋
し
て
弟
子
の
礼
を
と
り
、
彼
を
通
し
て
中
国
で
散
逸
し
て
い
た
華
厳
典
籍
を
入
手
で
き
た
こ
と
は
、

浄
源

の
生
涯
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
華
厳
復
興
の
必
要
条
件
で
あ

っ
て
も
絶
対
条
件
で
は
な
い
。

『
釈
門
正
統
』
は
、
圭
峰
宗
密
以
来

こ
れ
ほ
ど
華
厳
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

こ
と
は
な
か

っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

一
つ
の
宗
教

な

い
し
思
想
が
盛
行
し
た
と
見
倣
す
に
は
、
典
籍

の
具
備
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
典
籍
が
研
究
さ
れ
、
実
践
さ
れ

て
、
し
か
も
そ
の

存
在

に
社
会
的
地
位
が
認
め
ら
れ

て
こ
そ
、
は
じ
め
て
盛
行
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
典
籍
の
蒐
集
以
外
の
部
分
に

も
注

目
し
、
彼
の
事
跡
を
顕
彰
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
以
下
に
提
げ
る
六
つ
の
視
点
か
ら
、
改
め

て
浄
源
の
華
厳
中
興

事
業
を
考
証
し
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
が
、
浄
源
の
華
厳
中
興
事
業
に
於
い
て
重
要
な
事
跡
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(1
)
華
厳
典
籍

の
蒐
集

(2
)
著
作
活
動
お
よ
び
刊
行
活
動
と
そ
の
傾
向

(3
)
礼
臓
儀
軌

の
制
定

(4
)
祖
統
説
の
確
立

(5
)
賢
首
教
蔵
お
よ
び
賢
首
教
院

の
造
立

(6
)
賢
首
教
と
い
う
呼
称
の
標
榜

(
一
)
華
厳
典
籍
の
蒐
集

　ヨ
　

浄
源
の
華
厳
復
興
に
最
大
の
機
縁
を
与
え
た

の
は
、
義
天
の
稗
益
に
係
る
華
厳
典
籍

の
具
備
で
あ
る
。
高
麗
の
皇

子
た
る
義
天
が
元
豊

八
年

(
一
〇
八
五
)
か
ら
翌
元
祐
元
年

(
一
〇
八
六
)
の
約

一
年
間
入
宋
し
て
浄
源
に
弟
子
の
礼
を
と

っ
た

こ
と
は
、
彼
の
生
涯
に
大
き

な
転
機
を
及
ぼ
し
た
。
た
だ
し
、
浄
源
は
義
天
が
入
宋
し
た
と
き
に
初
め
て
義
天
か
ら
高
麗
の
典
籍
を
入
手
し
た
わ

け
で
は
な

い
。
義
天

と
の
交
流
は
、
既
に
彼

の
入
宋
以
前
か
ら
書
簡
に
よ
る
や
り
と
り
と

い
う
形
で
行
わ
れ
、
浄
源
は
こ
の
頃
か
ら
中
国

に
欠
失
し
て
い
た
典
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籍
を
義
天
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
義
天
が
浄
源
に
宛

て
た
信
書
な
ど
を
収
録
す
る

『大
覚
国
師
文
集
』

(『
韓
国
仏
教
全
書
』
巻

四
所
収
、
以
下

『
文
集
』
と
略
)
、
お
よ
び
逆
に
浄
源
を
始
と
す
る
宋
朝

の
人
々
が
義
天
に
宛
て
た
信
書
な
ど
を
集
め
た

『
大
覚
国
師
外
集
』

(全
前
、
以
下

『
外
集
』
と
略
)
所
録
の
浄
源
の
書
簡
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
『
外
集
』
巻

二
所
録

の

「浄
源
書
第

二
」

は
、
義
天
が
渡
宋

の
志
を
固
め
る
直
接
的
動
機
を
与
え
た
浄
源
の
信
書
で
あ
る
か
ら
、
義
天
入
宋
前
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
中
で

浄
源
は
義
天
か
ら
贈
ら
れ
た

『花
厳
孔
目
内
章
』
と

『
貞
元
新
訳
経
疏
』
等
四
十
六
冊
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
魏
。

そ
れ
で
は
、
浄
源
と
義
天
の
交
流
は
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
義
天
の
入
宋
目
的
は
、
高
麗
続

蔵
を
雛
造
す
る
た
め

　ら
　

の
典
籍
蒐
集
と
、
宋
朝
の
仏
教
界
の
思
潮
に
直
接
浴
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
義
天
が
典
籍
蒐
集
の
発
願
を
宣
言
す
る

『代

世
子
集
教
蔵
発
願
疏
』
を
記
し
た
の
が
高
麗
文
宗
二
七
年
、
す
な
わ
ち
宋
の
煕
寧
六
年

(
一
〇
七
三
)
で
あ
る
か
ら

、
こ
の
前
後
か
ら
義

天
は
宋
朝
の
主
要
な
人
物
に
信
書
を
呈
し
、
典
籍
を
求
め
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
義
天
が
古
今

の
典
籍
を
蒐
集
す
る
に
際
し
、

そ
の
引
き
換
え
に
、宋
朝
の
人
々
の
要
求
に
応
じ
て
高
麗
に
伝
わ
る
典
籍
を
贈
呈
し
、謂
わ
ば
典
籍

の
相
互
補
完
を
し

て
い
た
こ
と
は
、
『
文

集
』
お
よ
び

『
外
集
』
に
収
録
さ
れ
た
書
簡
に
よ

っ
て
具
さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
義
天
が

『代

世
子
集
教
蔵
発
願
疏
』

を
記
し
た
煕
寧
六
年
前
後
か
ら
、
浄
源
は
義
天
よ
り
高
麗
の
典
籍
を
入
手
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

後

に
も
触
れ
る
が
、
浄
源
は
五
十
歳
代
半
ば
ま
で
、
主
に

『
肇
論
』

の
研
究
に
従
事
し
て
お
り
、
煕
寧
元
年

(
一
〇
六
八
)
八
月
、
五

八
歳

の
と
き
に
法
蔵

の

『妄
尽
還
源
観
』
を
再
治
し
た
頃
か
ら
、
本
格
的
に
華
厳
典
籍

の
研
究
を
中
心
に
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
礼
讃
儀

軌
を
制
定
し
、
多
く

の
華
厳
関
係

の
注
釈
書
を
著
し
、
賢
首
教
院
を
建
設
す
る
な
ど
、
彼
の
活
動
が
活
発
化
し
た

の
は
、
こ
の
後
の
こ
と

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
浄
源
が
華
厳
復
興

へ
向
け

て
活
動
し
は
じ
め
た
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
義
天
と

の
信
書
を
介
し
た
交
流
が
始
ま

っ
た

で
あ
ろ
う
時
期
と
符
合
す
る
の
は
、
興
味
深
い
事
実

で
あ
る
。

た
だ
し
、
浄
源
の
他
に
も
宋
朝
の
多
く
の
人
々
が
華
厳
の
典
籍
を
義
天
か
ら
求
め
て
い
る
。
『文
集
』
や

『
外
集
』
を

一
瞥
し
て
も
、
有

誠
が

『賢
首
碑
文
』
.
『妙
理
円
成
観
』

一
巻

・
『
康
蔵
伝
』

一
巻

・
『華
厳
旨
帰
』

一
巻

・
『章
疏
目
録
』

一
巻

・
『円
覚
大
疏
』
・
『華
厳
論
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貫
』
・
『花
厳
九
会
札
文
』
印
本
を
、
善
聡
が

『
花
厳
論
貫
』
十
五
巻
十
四
冊

・
『起
信
論
演
奥
砂
』
十
巻

・
『
科
』

一
巻

.
『重
校
龍
樹
繹
論
』

十
巻

・
『
三
宝
章
』
十
巻

・
『
旨
帰
章
』
十
巻
等
を
、
浄
因
が

『
起
信
古
疏
』
・
『
釈
論
』
・
『
遺
忘
集
』
・
『
大
乗
義
集
』
・
『
二
玄
記
砂
』
.
『
教

分
斉
』
諸
家
記
砂
を
、
弁
真
が

『
円
宗
文
類
』
・
『
注
繊
』

一
本

・
『
乏
爽
注
金
剛
経
』

一
冊

・
『断
疑
金
剛
経
』

一
冊

・
『金
剛
経
集
解
』

一

冊

・
『教
蔵
総
録
』
二
冊

・
『唯
識
論
単
科
』
三
冊

・
『
大
平
廣
記
』
・
『
慈
恩
上
生
疏
』
・
『
刊
定
注
経
』
を
、
さ
ら
に
元
照
も

『
榜
伽
経
三
訳

章
句
』
・
随
朝
曇
遷
禅
師

『
疏
』
六
巻

・
大
唐
利
渉
法
師

『
疏
』
五
巻

・
有
厳
師

『
注
』
七
巻
な
ど
を
義
天
に
求
め
、
あ
る
い
は
贈
与
さ
れ

て
お
り
、
浄
源

一
人
が
典
籍
を
蒐
集
し
て
い
た

の
で
は
な

い
。
当
時
は
、
各
地
で
大
蔵
経
の
離
造
が
行
わ
れ
、
文
献

の
蒐
集
が
盛
ん
に
な

さ
れ

て
い
た
。
校
勘

・
開
版
と
い

っ
た
事
業
も
浄
源
以
前
か
ら
盛
ん
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
浄
源
は
、
こ
の
よ
う
な
典
籍
蒐
集
盛
行

の
煽

り
を
受
け
、
折
し
も
高
麗
に
お
い
て
続
蔵
編
纂
事
業
の
志
を
立
て
て
い
た
義
天
僧
統
と
信
書
を
交
わ
し
、
互
い
に
欠

書
を
補

っ
て
い
た
の

で
あ

る
。

そ
れ
で
は
、
浄
源
が
高
麗
か
ら
如
何
な
る
典
籍
を
入
手
し
た
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
彼
が
入
手
し
た
典
籍

の
内
訳
は
、
前
に

触
れ
た

『
晋
水
法
師
碑
』
や
、
『
文
集
』
な
ら
び
に

『
外
集
』
な
ど
に
よ

っ
て
、
お
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
『晋
水
法
師
碑
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

彼
国
王
子
義
天
、
出
家
号
祐
世
僧
統
、
以
書
致
師
、
承
之
礼
稟
問
法
義
、
歳
時
不
絶
。
至
元
祐
初
、
義
天
航
海

、
而
至
因
有
司
自
陳

願
礼
法
師
、
親
近
承
聴
、
朝
廷
従
之
遣
尚
書
郎
楊
傑
、
将
会
引
伴
、
至
法
師
所
、
礼
足
席
下
、
坐
則
侍
側
、
不
敢
拘
礼
、
朝
聴
夕
請
。

歳
余
而
後
帰
、
雲
華
所
造

『華
厳
捜
玄
記
』
・
『
孔
目
章
』
・
『
無
性
摂
論
疏
』
・
『起
信
論
義
記
』。
賢
首
所
造

『華
厳
探
玄
記
』
.
『
起
信

別
記
』
・
『法
界
無
差
別
論
疏
』
・
『十
二
門
論
疏
』
・
『
三
宝
諸
章
門
』。
清
涼
所
造

『
正
元
新
訳
華
厳
経
疏
』
。
圭
峰

所
造

『華
厳
論
貫
』
。

皆
教
宗
玄
要
、
五
代
兵
火
、
久
巳
亡
絶
。
至
是
義
天
、
持
至
座
下
、
苔
決
所
疑
、
既
侠
之
典
、
復
行
於
世
、
法

師
之
力
也
。

す
な
わ
ち
、
浄
源
が
義
天
か
ら
得
た
華
厳
典
籍
と
し
て
、
雲
華
大
師
智
撮
の

『
華
厳
捜
玄
記
』
『
孔
目
章
』
『無
性
摂
論
疏
』
『起
信
論
義

記
』
、
賢
首
大
師
法
蔵
の

『華
厳
探
玄
記
』
『起
信
論
別
記
』
『法
界
無
差
別
論
疏
』
『
十
二
門
論
疏
』
『
三
宝
章
』、
清

涼
大
師
澄
観

の

『
正
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(貞
)
元
新
訳
華
厳
経
疏
』
、
圭
峰
宗
密

の

『華
厳
論
貫
』
が
提
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
み
な
五
代
の
兵
火
に
よ

っ
て
久
し
く
亡
絶

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
『文
集
』
『外
集
』
と
か
ら
知
り
得
る
浄
源
が
高
麗
よ
り
得
た
典
籍
は
、
管
見
の
限
り
次

の
如
く
で
あ
る
。

「上
浄
源
法
師
書
第

一
」
(『文
集
』
巻
十

一
)
「華
厳
経
の
科
文
、
新
注
法
華
経
、
金
衡
紗
等
」

「上
浄
源
法
師
書
第
三
」
(『文
集
』
巻
十

一
)
「花
厳
記
三
巻
」

「大
宋
沙
門
浄
源
書
第
二
」

(『外
集
』
巻
二
)
「華
厳
孔
目
内
章
、
貞
元
新
訳
経
疏
等
、
凡
四
十
六
冊
、
教
乗
目
録
」

「大
宋
沙
門
浄
源
書
第
二
」

(『
外
集
』
巻
三
)
「僧
叡

・
吉
蔵

・
元
暁

・
憬
興

・
玄

一
・
神
雄

・
太
賢
等
諸
徳
撰
述

の
法
華
疏
」

智
撮

・
法
蔵
の
も
の
も
含
め

て
、
重
要
な
典
籍
名
が
提
げ
ら
れ
て
い
る
。
典
籍

の
具
備
は
華
厳

の
復
興
を
可
能
に
し
た
最
大
の
条
件
で

あ
り
、
浄
源
は
こ
れ
を
基
に
次
項
で
見
る
如
く
多
く
の
教
籍
を
刊
行
し
た
。

た

だ
し
、
高
山
寺
所
蔵

『孔
目
章
』
の
刊
記
に
、

マ
マ

自
五
代
時
久
已
亡
絶
、
至
本
朝
元
裕
間
、
高
麗
国
王
子
僧
統
義
天
、
航
海
遠
来
、
従
晋
水
崇
教
法
師
之
学
、
持

至
座
下
、
恣
決
所
疑
。

既
侠
之
典
復
行
干
世
。
適
縁
法
師
箋
注
唐
経
、
未
暇
開
板
。
近
於
紹
興
乙
丑

(西
暦

一
一
四
五
年
11
筆
者
)
、
有
慧
因
教
院
住
持
僧
義

和
、
請
以
賢
首
華
厳
宗
教
、
乞
編
行
入
蔵
。
巳
獲
指
揮
許
令
入
蔵
。

(『高
山
寺
教
蔵
典
籍
文
書
目
録
』
聖
教
類
第

四
部
、
第
四

一
函
1

=
二
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
浄
源
は

『華
厳
経
大
疏
注
経
』
の
製
作
を
優
先
し
て
、
智
傲
の
著
作
を
後
回
し
に
し
て
い
た
よ
う

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
浄
源
の
思
想
傾
向
を
窺
う
上
で
も
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
智
微
の
著
作
が
ま
と
ま

っ
て
世
に
出

る
の
は
、
こ
れ
よ
り

約
六
〇
年
後
、
す
な
わ
ち
、
慧
因
教
院
住
持
の
円
証

(澄
)
大
師
義
和
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
が
刊
録
さ
れ
、
紹
興
十

五
年

(
一
一
四
五
)

に
華

厳
典
籍
が
入
蔵
さ
れ
る
頃
ま
で
倹
た
ね
ば
な
ら
ず
、
智
嚴
や
法
蔵
の
教
学
が
顕
彰
さ
れ
る
の
は
、
更
に
そ
の
後

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
移
行
す
る
時
期
に
お
け
る
華
厳
教
学
の
動
向
を
左
右
し
た
。


